
昭
和
40
年
３
月
熊

谷
に
入
隊
、
百
里
基

地
（
七
空
団
開
設
前
）

で
の
教
育
を
皮
切
り

に
小
牧
（
五
術
校
）
・

当
別
・
峰
岡
・
那
覇
・

浜
松
・
静
浜
・
浜
松

の
勤
務
後
、
平
成
13

年
に
浜
松
基
地
で
定

年
退
官
し
ま
し
た
。

現
役
時
代
に
は
、
委

託
教
育
と
し
て
陸
自

の
業
務
学
校
、
関
東

管
区
警
察
学
校
に
も

入
校
さ
せ
て
頂
き
幅

広
い
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
退
官
後
は

引
き
続
き
私
立
幼
稚

園
職
員
と
な
り
、
令

和
４
年
３
月
ま
で
の

21
年
間
勤
務
（
75
歳

の
後
期
高
齢
者
に
な

る
ま
で
の
21
年
間
）

し
て
働
く
人
生
に
区

切
り
を
つ
け
ま
し
た
。

思
え
ば
自
衛
官
時
代

は
昭
和
57
年
沖
縄
全

面
返
還
（
57
対
処
）
、

昭
和
60
年
日
航
機
墜

落
事
故
の
災
害
派
遣
、

平
成
元
年
昭
和
天
皇

崩
御
に
伴
う
大
喪
の

礼
式
典
参
加
、
平
成

10
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
紛
争
に
伴
う
邦

人
等
の
輸
送
実
施
態

勢
の
た
め
隣
国
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
空
軍
基
地

で
の
待
機
等
の
特
別

な
思
い
出
の
任
務
に

つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
退
官
と
同

時
に
予
備
自
衛
官
と

し
て
10
年
余
り
幼
稚

園
職
員
と
兼
務
し
年

間
５
日
間
は
現
役
に

戻
っ
た
訓
練
を
受
け
、

一
空
団
人
事
部
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
自
宅
菜

園
で
の
前
職
幼
稚
園

児
の
芋
掘
り
体
験
支

援
や
町
村
会
祭
り

（
お
囃
子
指
導
）
等

の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
健
康
に
留
意
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

令
和
５
年
度
浜
松
支
部
総
会
の
ご
案
内

北村 清治 隊友

昭和22年1月25日生まれ

絵: 小原 豊 隊友

喜
寿
の
喜
び

輝 く 受 章 者

令
和
５
年
度
浜
松
支
部
定
期
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

一

日
時

令
和
５
年
７
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

二

場
所

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松

三

行
事
次
第

「
総
会
」

10
時
30
分
～
12
時
00
分

「
意
見
交
換
会
」

12
時
00
分
～
12
時
30
分

四

出
欠
通
知

同
封
の
は
が
き
に
て
、
令
和
５
年
６
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
出
・
欠
の
ご
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
欠
席
の
場
合
の
議
決
権
行
使
に
あ
た
り
、
支
部
長
に
一
任
さ
れ
る
場

合
は
、
「
委
任
状
」
の
送
付
は
省
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

五

そ
の
他

ご
不
明
な
点
等
に
つ
い
て
は
左
記
の
メ
ー
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
：
阪
口

第
40
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

益
々
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
ま
す

。

瑞
宝
双
光
章

外
屋
敷

雅
彦

隊
友

令
和
５
年
度
浜
松
支
部
行
事

細
部
は
、
本
紙
面
で
連
絡
し
ま
す
。

・
７
月
８
日
（
土
）

浜
松
支
部
定
期
総
会

・
７
月
下
旬
～
８
月
上
旬

浜
松
基
地
納
涼
の
夕
べ

・
８
月佐

鳴
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦

・
10
月
29
日
（
日
）

エ
ア
フ
ェ
ス
タ
浜
松

・
12
月浜

松
支
部
忘
年
会

・
１
月浜

松
基
地
賀
詞
交
歓
会

・
２
月建

国
記
念
奉
祝
式
典

・
３
月佐

鳴
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦



喜
寿
の
寄
稿
依
頼

を
受
け
、
最
初
は
遠

慮
さ
せ
て
頂
こ
う
と

も
考
え
ま
し
た
が
、

現
役
中
は
も
と
よ
り

退
官
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
周
り
の
方
々

に
並
々
な
ら
ぬ
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
お
礼
を
含

め
て
筆
を
執
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。

五
十
五
歳
で
退
官
、

六
十
五
歳
で
年
金
生

活
を
送
る
頃
に
は
子

供
た
ち
三
人
も
独
立

し
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
自
治
会
か
ら
案

内
状
が
届
い
た
の
で
、

公
会
堂
に
行
く
と
自

治
会
役
員
（
副
会
長
）

の
募
集
で
し
た
。
対

象
者
は
十
名
程
い
ま

し
た
が
説
明
中
に
、

右
隣
に
座
っ
て
い
た

人
が
立
ち
上
が
り
大

き
な
声
で
「
私
が
役

員
を
や
ら
せ
て
も
ら

い
ま
す
」
と
応
え
た

の
で
す
。
年
金
生
活

で
、
余
る
時
間
を
自

治
会
で
活
か
し
て
み

よ
う
と
い
う
気
持
ち

は
、
そ
の
時
に
は
な

か
っ
た
の
で
、
自
分

に
と
っ
て
は
感
心
と

驚
き
で
し
た
。
こ
の

こ
と
に
心
が
動
か
さ

れ
、
後
に
電
話
で
役

員
を
申
し
出
ま
し
た
。

当
時
、
役
員
の
中
で

は
最
年
長
で
、
時
間

に
余
裕
も
あ
っ
た
私

は
、
何
か
と
会
長
さ

ん
の
手
伝
い
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

一
任
期
二
年
目
の
次

期
役
員
選
出
の
際
に

は
、
会
長
に
立
候
補

し
ま
し
た
。

私
の
会
長
選
出
に
は

他
に
希
望
者
や
適
任

者
が
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
取
り
敢
え
ず

会
長
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

自
治
会
は
、
会
費
を

徴
収
し
て
運
営
す
る

組
織
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
務
め
ま
し
た
。
庶

務
的
な
こ
と
や
区
役

所
へ
の
要
望
等
は
と

も
か
く
、
五
年
ご
と

に
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
の
調
査
員
や
民
生

委
員
の
選
出
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
員
の

内
情
に
疎
か
っ
た
の

で
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
前
任
者
や
役
員

の
意
見
を
参
考
に
、

お
願
い
に
回
り
「
会

長
さ
ん
シ
ッ
カ
リ
し

て
」
と
の
励
ま
し
や
、

ま
た
、
お
断
り
も
受

け
ま
し
た
。
次
期
会

長
へ
の
選
出
の
心
配

は
と
も
か
く
、
自
分

の
納
得
の
い
く
や
り

方
で
二
任
期
四
年
の

間
、
自
治
会
長
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
希
を
過
ぎ
た
七
十

二
歳
～
七
十
四
歳
に
、

二
度
ほ
ど
入
院
を
要

す
る
病
気
に
罹
り
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
は

皮
膚
癌
で
、
左
人
差

し
指
の
爪
に
ホ
ク
ロ

の
様
な
も
の
が
で
き
、

当
該
部
位
と
リ
ン
パ

節
の
摘
出
手
術
を
受

け
ま
し
た
。
三
年
経

過
し
て
い
ま
す
が
幸

い
な
事
に
再
発
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
二
度

目
は
、
血
液
中
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
意

識
を
な
く
す
ま
で
に

低
下
し
た
こ
と
で
す
。

原
因
は
ホ
ル
モ
ン
を

作
る
機
能
喪
失
に
よ

る
も
の
で
す
。
入
院

は
二
週
間
に
及
び
医

療
セ
ン
タ
ー
内
分
泌

内
科
で
診
察
治
療
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
は
、

二
期
六
年
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を

定
期
的
に
訪
問
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の

中
の
一
人
の
方
が
昨

年
四
月
に
孤
独
死
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
時
は
近
隣
の
方

か
ら
、
雨
戸
が
閉
ま
っ

た
ま
ま
で
様
子
が
変

だ
と
い
う
通
報
が
あ

り
ま
し
た
。
一
期
三

年
目
ま
で
は
、
玄
関

の
呼
び
鈴
に
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
が
、
二

期
目
に
入
る
と
そ
れ

が
出
来
な
く
な
り
、

電
話
に
も
出
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の

方
は
、
身
寄
り
が
な

か
っ
た
の
で
注
意
し

て
、
関
係
機
関
と
連

絡
を
取
り
合
っ
て
見

守
っ
て
い
ま
し
た
が
、

加
齢
に
よ
る
身
体
機

能
の
衰
え
は
明
ら
か

で
し
た
。
後
期
高
齢

者
に
仲
間
入
り
し
た

者
と
し
て
、
フ
レ
イ

ル
や
介
護
は
身
近
な

こ
と
と
受
け
止
め
ま

し
た
。

現
在
、
小
学
生
登
校

時
の
通
学
路
安
全
確

保
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
て
お
り
、
今

年
で
五
年
目
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
住
ん

で
い
る
笠
井
地
区
で

は
、
高
齢
者
の
安
心
・

安
全
を
支
え
る
た
め
、

有
償
の
高
齢
者
生
活

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
だ
る
ま
会
」
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
無
理
は
で

き
な
い
年
齢
で
す
が
、

動
け
る
範
囲
で
地
域

の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
応
募
し
ま
し
た
。

一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で

自
治
会
活
動
に
入
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
る
と
十
有
余
年
も

経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
間
に
病
気
に
も
罹

り
ま
し
た
が
プ
ラ
ス

思
考
で
乗
り
越
え
ら

れ
た
の
も
、
今
ま
で

現
役
を
含
め
て
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の

方
々
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
、
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
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編

集

後

記

浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

◎一水会：6月7日、7月5日、8月2日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎令和５年度浜松支部定期総会

7月8日(土)１０:３０～

クラウンパレス浜松

http://taiyukai.or.jp/wordpress/

谷畑 貞夫 隊友

昭和22年1月19日生まれ

喜
寿
の
喜
び

数字で見る支部活動(R5.2.28 現在)

★実勢会員数：３６７名

正会員：３３９名

特別会員： ２８名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：８３部

メール便：２８５部

基地内配布：２０２部

その他:３０部

喜寿おめでとうございます。

大先輩の益々のご健勝を祈念いたします。

本
誌
の
編
集
作
業
が
９
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
だ
現
役
の
会
社
員
で
仕
事
を
し
な
が

ら
の
編
集
作
業
な
の
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
記
事
を
探
せ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
月
は
お
忙
し
い
中
、
喜
寿

の
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

毎
月
発
刊
し
て
支
部
の
状
況
を
伝
え
た
い
け

ど
記
事
を
探
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
写

真
、
絵
、
俳
句
・
・
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
記

事
を
常
時
募
集
中
で
す
。

浜松支部では、支部の行事、会員の入院、訃報などの情報を早

急にお知らせするために、メールアドレスをお持ちの方は下記の

浜松支部のメールアドレスに登録の氏名等を記載してメールの

送信をお願い致します。

taiyukai.hamamatsu@gmail.com

メールアドレスの登録のお願い
本紙に広告を掲載しませんか?

細部は、下記のメールにお問い合わせください。

E-mail : taiyukai.hamamatsu@gmail.com

担当:春名

広告募集中


